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    概要：カントの判断力批判をもとに、人生を考える

    




    









    人生が輝くとき
    私は、この文章で、カントの判断力批判について、自分の言葉で書くつもりです。どうして判断力批判を選んだかというと、この著書が芸術と自然の美について書いているからなのですが、この二つこそ、人生を輝かせるものであると思うのです。


私はずっと、長く苦しいトンネルをくぐってきました。ずっと、人生は苦しみから成り立っていると思い、苦しみを軸に哲学をしてきました。今もその軸は変わりません。しかし、人生は輝いていると、確かに感じる時があるのです。それは、苦しみを克服したハッピーエンドでは決してなく、自分は生きていたいと、強く思う時です。私が苦しみの軸と考えてきたものは、物と心でした。せまい部屋の中で、周りの物と、自分の心と向き合って長い時間を生きてきました。それは、出口のないトンネルのようなものでした。しかし、カントの判断力批判を読み返して、少し出口が見えた気がするのです。それは、物と心の先に「美」が見えたからでした。その時、その「美」が、決して終着点ではなく、永遠のものだとわかったのです。私が、苦しかったのは、この「美」に向かってあがいていたからだったとわかったとき、私は、生きていてよかった。生きていたいと、強く思いました。


 













    美
    芸術と自然は、物と心を越えた、ずっと先に輝いています。つまり、私が部屋の中で自分の物、自分の心にしばられていた状態では、理解できなかったのです。しかし、「美」を知っている、あるいは「美」へのあこがれを持っていると、とたんにあらゆるものが輝きだします。人生が輝くのです。


私は高校生の頃、心が疲れ、勉強が手につかず、何を見ても感情がわきませんでした。そんな時、たった一つだけきれいだと思うものがありました。それは夕焼けでした。私がつらいと思っていた家の中が、夕焼けの時間だけ美しい色に染まりました。どんなによどんだものも、すさんだ心も、浄化する力が夕焼けにはありました。


高校を卒業して、私は一つの文章を書きました。自然の持っている力、美しいものの力を形にしたいと思ったからでした。


 


やがて、文章を書くことを続けているうちに、私は小さな空間を無限の世界にかえる力に気がつくようになりました。それは、物と精神を「美しく」理解することを知ったためです。部屋の中や、せまい空間での毎日の物と心との向き合いの中にも永遠を感じるのです。その永遠は、自分に与えられた使命を理解して、物と心を美しく織り成すことで生まれます。私にとっての使命は、文章を書くことでした。この、「無限の世界」、「永遠」は、人間の心が自然や芸術という、無限に広がる美に通じているから作り出されると言えます。













    部屋の中
    しかし、文章を書くことを始めた私は、しだいに夕日を見ることもなくなり、部屋にこもるようになりました。そして、狭い部屋の中や、本にかこまれただけの空間がよくいやになり、こんなに広い世界の中でどうして「家」という箱の中で暮らすのだろうと思ったりしました。しかし、その中での毎日の営みの中で、永遠の循環を感じることがときにあるのです。笑ったり泣いたりの、毎日の喜怒哀楽の中にも。


カントもそうだったと思います。カントは生涯、生まれ故郷のケーニヒスベルクを出ることなく、毎日の日課を定めて規則正しく暮らしました。そんな中から日常を突き抜ける、それどころか神の域まで論じるような著書が誕生しました。しかし、それは、いつも使っている物を使い、自分の日常の感情と向き合う繰り返しの中から生まれた奇跡なのです。


その奇跡を、私は「永遠」につながるものだと思います。


 


どうして、限られた世界で永遠がつくられたのか。それは、「永遠の輪」が作られたためです。人間が神の域に飛んでいこうとするよりも、強力な「永遠の輪」は、狭い世界の中の毎日のくりかえしで作られるものなのかもしれません。


しかし、その永遠の輪の本当の姿は、家の屋根を突き抜けてはるかかなたの神の世界にまで届いていくもののはずです。せまい家の中で永遠をつくるには、何かが壁や世界を超越していないといけないのです。では、その「何か」とは何でしょうか。













    究極目的
    カントは判断力批判で、「究極目的」という言葉を繰り返し使っていますが、大まかに、自然の中に私達をよい方向へと導く神の力が込められている意味であると解釈してみます。（しかし、カントは神の力をある意味では批判しています。批判することで、神の存在の可能性をさぐろうとしていると言えるのですが。）


 


カントは究極目的を人間の中につなげようとしています。「人間の現実的存在は、それ自身のうちに最高の目的を含んでいる、そして彼は自分の力の及ぶ限り全自然をこの最高目的に従わせることができる」と書いています。つまり、人間の生きる目的が、自然の中を突き抜けていくような感じです。「部屋の壁や世界を超越する何か」は、人間の生きる目的なのでしょうか。私は、この究極目的が、自然の中にまでつらぬいていることを忘れ、部屋の中にこもる日々を送りました。私は部屋の中で、物と心をにない、それを使って哲学をすれば、永遠がつくれると思っていました。実際にそれを感じることがたくさんありました。ノートに字を書いたり、パソコンをしたり、部屋を散らかしたり片付けたりのくりかえしの毎日の循環を永遠の輪と感じ、愛おしい日々に感じることがありました。しかし、それだけでは永遠はつくれていなかったのです。


確かに人は、限られた空間で仕事をしなければなりません。しかし、その限られた空間を突き抜けるものが必要であり、生きる目的を持ち、人が天にとどこうとしてただ努力するのみでは永遠はつくれないのです。













    心を解き放つ
    では、どうすれば限られた空間を突き抜けて永遠に手がとどくのでしょうか。


私が部屋の中で永遠を感じたのは、究極目的につながる、人生の目的を、文章を書くことによって見つけたからでした。しかし、私の心は、自分の物、自分の心という、「自分の」にしばられていたのです。執着にしばられていたのですね。ここから抜け出すためには、一度、痛みを感じることが必要でした。文章を書くことを見つけて部屋にこもったことは、長いトンネルの始まりだったのです。私は机にむかってばかりの日々をおくり、しだいに心がとげだらけになっていきました。周りの物がいやになり、大切な物にあたってしまうこともありました。限られた空間の、永遠の輪は、私を苦しめるための「ショートした輪」になっていきました。その、苦しみでしかない輪の一端を切って、永遠の柱にかえてくれるために、心を解き放つ必要があったのです。













    痛みのナイフ
    悲しいとき、つらいときは、心の中で何かがショートしています。そんなとき、思いもかけないものが、ショートしている回路を切ってくれることがあります。それは、「痛みのナイフ」と、私が名付けているものです。心の痛みをしっかり自覚し、その痛みこそがスタートラインだと思って、軸にしてみるのです。


私は震災を経験したことはありませんが、東日本大震災のあと、たくさんの人が心を痛め、生き残った自分たちはちゃんと生きないといけないと、自分の人生の大切さをかえりみる美しい姿をたくさん見ました。それは、地震という悲しい出来事があり、人の命を奪ってしまうという悲しみから生まれた、人の美しさでした。私は、悲しみにふたをしてしまわないで、そのマイナスから美しい心を引き出す人間の美しさを知ったのです。


痛みそのものが、美しい心の原点であることには、気がつきにくいものです。悲しさ、つらさは、痛みのあまりしばらくショートしていますが、痛みのナイフは、時がたち、優しく包みこめたとき、今度は自分を苦しめるものではなく、美しく、何よりも前向きな人生を切り開く強いお守りにかわっているのです。


そのお守りが、大地の災害を防ぐ力になることを、私は強く信じています。













    判断力批判
    自分の文章と向き合い、孤独と戦って心がすさんできた私は、判断力批判を読みました。すると、高校の頃に見た夕日を思い出しました。カントは自然と芸術の美に、私達の心が溶け込む感覚を確かに書いていました。私の、部屋の中での執着の日々が解けていくようでした。そのとき思い出した夕焼けの中に、痛みが溶けていきました。私は、自然は私たちが痛みを知ることをうながし、それが昇華するときの美しさを教えてくれた気がしたのです。


私は高校の頃、夕焼けを見て、思っていました。この夕焼けは私の心をなぐさめるために、こんなにきれいなのだと。まるで夕焼けが感情を持っているようでした。大人になって、日常の中に永遠の循環を感じる日々に満足していた私は、自然の力を忘れていたのですが、不意に不幸だった私を癒してくれていた夕焼けを思い出したのです。


 


夕焼けは、自然は、私がその存在を忘れていた時も、変わらずに私の日常を照らしてくれていたのではないかと私は思いました。だから私は心のどこかで、「究極目的」を目指していたのではないだろうかと思いました。


私は美しい夕焼けが自分のかわりに心の悲しみを表してくれているような気がしていました。そして心を大きく癒されていたのです。このように、心が自然と同化するような経験が人にはあると思います。これが、「溶け込む」「突き抜ける」という感覚だと思います。カントはこれを、「究極目的」という表現で書いていると思うのです。目的は、神の意志にまで突き進んでいこうとします。しかし、カントはそれを批判しているのです。もし、人が神の意志を全て知るならば、人の存在価値がなくなってしまうからです。どうして批判なのかを考えると、批判することで、神や芸術の天才の域を突き抜けないためだと言えます。どうしても人はなんでも自分のものにしようとするものです。しかし、それでは執着のくさりにしばられてしまうのです。人生を輝かせるためには、限られた世界のなかで、自分の分をわきまえる必要があるのです。


カントは神の意志や究極目的を批判しながらも、これを認めています。人は限られたきゅうくつな空間にいながらも、心を解き放って神の永遠について、思いをはせるひつようがあるのです。それが、人生が輝くときです。 


 













    限られた空間
    しかし、やはり人は、この世界という限られた空間の中で、ときにはショートしながら永遠の輪をつくっていくものです。その輪は、痛みというスタート地点に引き戻されるものかもしれません。自然の中にも災害があります。しかし、青空や夕日を見た私は思ったのです。痛みや災害のつらさの中から、まっすぐ天へと永遠をめざす柱が立っていると。


せまい部屋、限られた空間が苦しいとき、外に出て、空を見ることにした私は、閉じた輪を開くのは自然の美しさだと思いました。そう思ったとき、私の永遠の輪は、空へとのびていく柱に一時かわりました。そのとき、これが人生が輝くときと思えました。普段は忘れはてていても、いつも私たちのそばに自然はあります。判断力批判の美の柱は、どんなときも私達の強いお守りなのでしょう。苦しみの地に立つ美しい柱を知っていれば、どんなときも大丈夫。そんな強さを判断力批判は教えてくれました。













    補足
    karinomakiのfc2ブログの「心で災害を防げる？？」がこの文章につながっていますので、よかったら検索してみて下さいね







